
２.　あなたの職業は次のどれにあたりますか。

１.　あなたの年齢は次のどれにあたりますか。

宮崎市の文化振興に関するアンケート（ 2024）集計結果

令和７年度　文化芸術審議会資料

実施期間 令和6年10月25日(金)～令和6年11月11日(月)

実施目的
市民の文化芸術振興に関する考えや実情などを把握し、「宮崎市文化芸術振興計画」の成
果指標や宮崎市の文化施策の取組の見直しに向けた基礎データの収集と分析を行うために
実施するもの

実施方法 全約30問（8分程度）・Googleフォームによる回答（匿名制）

回  答  数 1,188件

◆調査概要

◆調査結果まとめ

【基本情報】あなた自身のことについておたずねします

選択肢 回答数 割合

１８歳未満 7 0.59%
１８～１９歳 1 0.08%
２０～２９歳 21 1.77%
３０～３９歳 246 20.71%
４０～４９歳 708 59.60%
５０～５９歳 166 13.97%
６０～６９歳 33 2.78%
７０歳以上 6 0.51%
総計 1,188 100.00%

選択肢 回答数 割合

正規の職員、従業員
（役員を含む） 509 42.85%
非正規の職員、従業員
（ﾊﾟｰﾄやｱﾙﾊﾞｲﾄ等） 423 35.61%
主婦、主夫 157 13.22%
自営業、自由業 76 6.40%
無職 10 0.84%
学生 6 0.51%
リタイア 2 0.17%
その他 5 0.42%
総計 1,188 100.00%

１

　アンケート回答者の属性としては、年齢は 30歳～59歳が94.28％を占めている。なかでも 40～49歳が約6
割。
　職業は正規職員が 42.8％、非正規職員が 35.6％と合わせて78.4％だった。やや正規職員が多い傾向。
　また家族の状況としては 親と子の世帯 が最も多く 86.4％だった。
　居住地としては、圧倒的に宮崎市が多く、特に 20年以上居住している方が半数以上を占めている。
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問１．どのような文化・芸術イベントを外出を伴う形で鑑賞しましたか。（複数選択可）

４.　どちらにお住まいですか。

4-2.　宮崎市に住んで何年くらい経ちますか（市内在住者のみ）

・映画 (44.28％)、美術 (43.01％)が多く、4割超が外出して鑑賞している。
・鑑賞したものはない (11.95％)は1割程度。9割近くが何らかの文化・芸術イベントに外出を伴う形で鑑
賞している。

３.　あなたの家族の状況を教えてください。

選択肢 回答数 割合

親と子の世帯 1,027 86.45%

親と子と孫の世帯 71 5.98%

夫婦だけの世帯 44 3.70%

単身世帯 29 2.44%

その他 17 1.43%

総計 1,188 100.00%

【基本施策(１)】あなたのこの１年間の文化・芸術の鑑賞や活動状況について２

選択肢 回答数 割合

映画（アニメを除く） 526 44.28%
美術（絵画、版画、彫刻、工芸、陶芸、写真、デザイン、建築、服飾など） 511 43.01%
オーケストラ、室内楽、合唱、吹奏楽など 400 33.67%
歴史系や民俗系の博物館、資料館など 352 29.63%
地域の伝統的な芸能や祭り （神楽、獅子舞などの民俗文化） 250 21.04%
歴史的な建物や遺跡、まちなみ（建造物群）、庭園などの名勝地、文化

財など 247 20.79%
アニメーション 234 19.70%
ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、民族音楽など 209 17.59%
マンガ 160 13.47%
ストリートダンス（ブレイク、ヒップホップなど）、ジャズダンス、フラダンス、フ

ラメンコ、社交ダンスなど 142 11.95%
鑑賞したものはない 142 11.95%
書道、華道、盆栽、茶道などの生活文化 139 11.70%
現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカルなど 130 10.94%
文学、文芸（小説、詩、短歌、俳句など）に関するイベント、展示等 88 7.41%
バレエ、モダンダンス、コンテンポラリーダンスなど 59 4.97%
伝統芸能（歌舞伎、能、狂言、人形浄瑠璃、琴、三味線、尺八、雅楽など） 44 3.70%
演芸（落語、講談、浪曲、漫才、コントなど） 41 3.45%
日本舞踊 7 0.59%
その他 10 0.84%
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問３．あなたが、鑑賞ではなく自分で文化・芸術活動を実践（創作や出演、習い事、祭りや体験活動への参加
など）した文化・芸術はどれですか。（複数選択可）

問２．どのような文化・芸術を書籍や TV、ラジオ、オンライン（インターネット含）などで鑑賞しましたか。（複数
選択可）

・映画(54.80％)や、ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、民族音楽など (53.70％)が多く、過半数の方
が鑑賞している。
・「鑑賞したものはない」 (9.76％)は1割程度。9割程度の方は TVやラジオ、オンラインを通じて鑑賞して
いる。

・特にしていない (71.97％)が最も多く、7割程度。
・鑑賞している方は 9割と多いが、実践している方は 3割程度と少ない。

選択肢 回答数 割合

映画（アニメを除く） 651 54.80%
ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、民族音楽など 638 53.70%
アニメーション 552 46.46%
マンガ 455 38.30%
オーケストラ、室内楽、合唱、吹奏楽など 373 31.40%
美術（絵画、版画、彫刻、工芸、陶芸、写真、デザイン、建築、服飾など） 289 24.33%
文学、文芸（小説、詩、短歌、俳句など） 280 23.57%
ストリートダンス（ブレイク、ヒップホップなど）、ジャズダンス、フラダンス、フラ

メンコ、社交ダンスなど 226 19.02%
演芸（落語、講談、浪曲、漫才、コントなど） 197 16.58%
歴史的な建物や遺跡、まちなみ（建造物群）、庭園などの名勝地、文化財など 164 13.80%
鑑賞したものはない 116 9.76%
歴史系や民俗系の博物館、資料館など 112 9.43%
現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカルなど 104 8.75%
地域の伝統的な芸能や祭り（神楽、獅子舞などの民俗文化） 94 7.91%
書道、華道、盆栽、茶道などの生活文化 79 6.65%
バレエ、モダンダンス、コンテンポラリーダンスなど 56 4.71%
伝統芸能（歌舞伎、能、狂言、人形浄瑠璃、琴、三味線、尺八、雅楽など） 36 3.03%
日本舞踊 6 0.51%
その他 3 0.25%

選択肢 回答数 割合

特にしていない 855 71.97%
オーケストラ、室内楽、合唱、吹奏楽など 103 8.67%
書道、華道、盆栽、茶道などの生活文化 100 8.42%
美術（絵画、版画、彫刻、工芸、陶芸、写真、デザイン、建築、服飾など） 84 7.07%
地域の伝統的な芸能や祭り（神楽、獅子舞などの民俗文化） 55 4.63%
ポップス、ロック、ジャズ、歌謡曲、演歌、民族音楽など 34 2.86%
文学、文芸（小説、詩、短歌、俳句など）の創作 33 2.78%
ストリートダンス（ブレイク、ヒップホップなど）、ジャズダンス、フラダンス、フラ

メンコ、社交ダンスなど 30 2.53%
バレエ、モダンダンス、コンテンポラリーダンスなど 17 1.43%
現代演劇、児童演劇、人形劇、ミュージカルなど 15 1.26%
伝統芸能（歌舞伎、能、狂言、人形浄瑠璃、琴、三味線、尺八、雅楽など） 8 0.67%
映画（アニメを除く）の創作 6 0.51%
アニメーションの創作 5 0.42%
マンガの創作 5 0.42%
日本舞踊 4 0.34%
演芸（落語、講談、浪曲、漫才、コントなど） 1 0.08%
その他 6 0.51%
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問４．問１、２「鑑賞したものはない」又は問３「特にしていない」と回答した場合、その理由は。 （複数回答可）

問５．問３「特にしていない」以外の場合、文化・芸術活動を始めたきっかけは何ですか。（複数回答可）

・「仕事や家事などで忙しくて時間が取れない」 (68.62％)が最も多い。次いで「育児や介護などで忙しくて
時間が取れない」 (39.54％)と、時間を理由に挙げる意見が多い。

問６．あなたは、下記の A~Dの方々が文化・芸術に触れる機会は十分だと思いますか。それぞれ１～５から選
択してください。（チェックは A~Dごとに１つずつ選択してください）

・A～Dのどの分類においても、不十分、どちらかといえば不十分は約 4割程度 (A:39.56％、B:36.03％、
C:39.06％、D:39.23％)。全体的には不十分だという意見が多い。
・十分、どちらかといえば十分の割合は A(27.19％)B(21.63％)C(13.80％)D(11.70％)の順で低下。
・社会人より子ども・若者の方が機会が十分 だとする回答が多く (約2～6pt差)、障がいがある場合より
障がいがない場合のほうが機会が十分 だとする回答が多い (約10～14pt差)。

・実践し始めたきっかけは、「家族からの影響」 (38.79％)が最も多い。
　次いで「メディアで興味を持ったから」（ 25.98％）、友人からの影響（ 20.64％）が2割程度。
・その他の中では、「もともと好きだった、興味があった」 (6件)が比較的多かった。

選択肢 回答数 割合

仕事や家事などで忙しくて時間が取れない 538 68.62%
育児や介護などで忙しくて時間がとれない 310 39.54%
宮崎市に関心のある催しものがない 127 16.20%
費用がかかりすぎる 125 15.94%

小さな子どもを連れていける施設や行事が少ない 119 15.18%
宮崎市に関心のある活動がない 106 13.52%
鑑賞や活動に関する情報が少ない 96 12.24%
一緒に活動する仲間がいない 94 11.99%
宮崎市に鑑賞する施設（場所）がない 34 4.34%
宮崎市に活動する施設（場所）がない 29 3.70%
バリアフリーや高齢者、障がい者対応サービスが

整っている施設や行事が少ない 12 1.53%
その他 37 4.72%

選択肢 回答数 割合

家族からの影響 109 38.79%

メディアで興味を持ったから 73 25.98%

友人からの影響 58 20.64%

文化・芸術イベントや体験講座 49 17.44%

学校での部活動やサークル活動 47 16.73%

仕事関係 46 16.37%

学校行事での鑑賞や体験 46 16.37%

その他 42 14.95%

【基本施策(２)】子ども・若者、障がい者等の文化・芸術の充実について
（子ども・若者とは、 30歳未満の方とします）

２
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問８．あなたは、社会人が文化・芸術により親しめるようになるには、何が必要と思われますか。それぞれ
１～9から選択してください。（複数回答可）

必要なもの 社会人 障がいのある社.会人

１．創作、鑑賞機会（習い事など）の充実 723 60.86% 542 45.62%
２．地域の伝統行事への参加機会の充実（まつりへの参加など) 561 47.22% 448 37.71%
３．専門家からの指導 418 35.19% 364 30.64%
４．文化・芸術活動の情報提供 652 54.88% 493 41.50%
５．家族の理解、支援 594 50.00% 560 47.14%
６．交流の場の提供 601 50.59% 528 44.44%
７．外出の支援（障がいのある方のみ） 98 8.25% 607 51.09%
８．鑑賞サポートの充実（障がいのある方のみ） 89 7.49% 602 50.67%
９．施設のバリアフリー対応の取り組み（障害のある方のみ） 94 7.91% 598 50.34%

・障害のない社会人においては「 1.創作、鑑賞機会の充実」（ 60.86％）が最も多い。「 4.文化・芸術活動
の情報提供」「5.家族の理解、支援」「６．交流の場の提供」も過半数が必要と回答。
・障害のある社会人においては、「 7.外出の支援」（51.09％）、「8.鑑賞サポートの充実」（ 50.67％）、「9.
施設のバリアフリー対応の取り組み」（ 50.34％）が過半数で必要という意見。
・全体として最も必要という意見が多かったのは「 1.創作、鑑賞機会の充実」（ 1,265件）。

問７．あなたは、子ども・若者が文化・芸術により親しめるようになるには、何が必要と思われますか。それぞ
れ１～11から選択してください。（複数回答可）

・障害の有無にかかわらず、 「２．学校授業での創作、鑑賞等の機会の充実」が必要という意見が最も
多かった (1,638件)。次いで、「１．学校以外の施設でのワークショップや文化教室、鑑賞等の機会の充
実」(1,333件)が多かった。
・障害のある子供・若者については、「 9.外出の支援」 (51.09％)、「10.鑑賞サポートの充実」 (51.68％)、
「11.施設のバリアフリー対応の取り組み」 (52.78％)で過半数が必要という意見。

必要なもの 子ども・若者 障がいのある子供・若者

１．学校以外の施設でのワークショップや文化教室、鑑賞等の機会の充実 754 63.47% 579 48.74%
２．学校授業での創作、鑑賞等の機会の充実 939 79.04% 699 58.84%
３．放課後における創作、鑑賞機会（部活や習い事）の充実 571 48.06% 405 34.09%
４．地域の伝統行事への参加機会の充実（まつりへの参加など) 647 54.46% 487 40.99%
５．専門家からの指導 464 39.06% 368 30.98%
６．文化・芸術活動の情報提供 571 48.06% 450 37.88%
７．家族の理解、支援 592 49.83% 557 46.89%
８．交流の場の提供 591 49.75% 514 43.27%
９．外出の支援（障がいのある方のみ） 117 9.85% 607 51.09%
10．鑑賞サポートの充実（障がいのある方のみ） 122 10.27% 614 51.68%
11．施設のバリアフリー対応の取り組み（障害のある方のみ） 116 9.76% 627 52.78%
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問９．子ども・若者、障がい者が義務教育を修了した後も文化・芸術活動を続けるために、何が必要と思われ
ますか。（複数回答可）

選択肢 回答数 割合

活動の場の提供 888 76.42%

交流の場の提供 652 56.11%

家族の理解、支援 643 55.34%

音楽祭や文化祭など文化的行事の

開催
634 54.56%

文化・芸術の体験教室 614 52.84%

文化・芸術活動の情報提供 582 50.09%

専門家からの指導 406 34.94%

その他 62 5.34%

・最も多いのは「活動の場の提供」 (76.42％)。次いで「交流の場の提供」 (56.11％)、「家族の理解、支援」
(55.34％)とつづく。
・「その他」の意見では、「金銭的援助」 (26件)や「時間的ゆとり」 (13件)を挙げる声が多かった。

問１０．障がい者の美術（絵画、彫刻など）作品展や音楽、演劇、舞踊などの文化・芸術活動について、これ
まで鑑賞したり、参加したりしたことがありますか。（複数回答可）

・最も多いのは「絵画、彫刻、書などの美術作品展を見たことがある」 (39.67％)。
・一方で「鑑賞したり、参加したりしたことはない」 (36.88％)もほぼ同程度で、参加している割合が少ないこ
とが伺える。

選択肢 回答数 割合

絵画、彫刻、書などの美術作品展を見たことがある 455 39.67%

鑑賞したり、参加したりしたことはない 423 36.88%

直接見たことはないが、TV、ラジオで鑑賞、またはオンライン（インターネッ

ト含）で鑑賞したことがある
305 26.59%

音楽や演劇、舞踊（ダンス）などの公演を見たことがある 203 17.70%

ワークショップに参加したことがある 72 6.28%

その他 16 1.39%
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問１１．宮崎市の文化・芸術関連施設等について、来所、利用したことがある施設を選んでください。（複数回
答可）

・最も多いのは「宮崎市民文化ホール」 (85.10％)。次いで「宮崎市科学技術館」 (77.10％)、「大淀川学習
館」(75.08％)、「みやざきアートセンター」 (73.74％)とつづく。
・「利用したことがある施設はない」 (2.19％)は非常に少なく、多くの方が文化・芸術関連施設を来所・利
用している。

問１２．文化施設の利便性を高めるにあたり、どのような対応が必要と思いますか。（複数回答可）

選択肢 回答数 割合

イベント情報の提供 846 72.62%

駐車場を増やす 615 52.79%

施設の予約方法のオンライン化 601 51.59%

交通手段の充実 474 40.69%

設備の充実 430 36.91%

Ｗｉ-ｆｉ環境の充実 409 35.11%

トイレを増やす 260 22.32%

その他 28 2.40%

・「イベント情報の提供」 (72.62％)が最も多い 。次いで「駐車場を増やす」 (52.79％)、「施設の予約方法
のオンライン化」 (51.59％)について、過半数が必要と回答している。
・その他の意見ではイベントの充実 (内容や人数 )(4件)、トイレの清潔さや洋式化 (4件)などがあった。

【基本施策(３)】文化・芸術に関する施設の機能の充実及び活用の促進について２

選択肢 回答数 割合

宮崎市民文化ホール 1011 85.10%
宮崎科学技術館 916 77.10%
大淀川学習館 892 75.08%
みやざきアートセンター 876 73.74%
宮崎市立図書館 812 68.35%
宮崎市民プラザ 742 62.46%
公民館等 554 46.63%
宮崎市清武文化会館 542 45.62%
宮崎市生目の杜遊古館 484 40.74%

宮崎市佐土原交流プラザ（宮崎市佐土原文化

センター内） 330 27.78%
宮崎市天ケ城歴史民俗資料館 278 23.40%

宮崎市立佐土原図書館（宮崎市佐土原総合

文化センター内） 274 23.06%
宮崎市きよたけ児童文化センター 222 18.69%
宮崎市安井息軒記念館 179 15.07%
宮崎市佐土原歴史資料館 170 14.31%
宮崎市さどわら民俗芸能館 37 3.11%
利用したことがある施設はない 26 2.19%
宮崎市田野伝承芸能館 15 1.26%
その他 15 1.26%
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問１５．どうすれば文化・芸術への寄附がしやすくなる、  もしくは寄附したいと思いますか。
（複数回答可）

問１４．どのような方法で寄附をしましたか。   （したことがある方のみ）（複数回答可）

問１３．あなたは、この１年間に文化・芸術振興の分野に寄附をしたことがありますか。
（チェックは１つ）

・「したことはないが、今後もする予定はない」 (37.88％)が最多。次いで「したことはないが、今後してみ
たい」(28.20％)。
・「したことがある」 (6.99％)は10％未満と非常に少ない状況だった。

・「募金箱」 (61.25％)が最多。次いで「寄付金が含まれる商
品の購入」 (38.75％)。
・寄付の受け入れ側の多様性が低いことが考えられる。

選択肢 回答数 割合

したことがある 83 6.99%

したことはないが、今後

してみたい
335 28.20%

したことはないが今後も

する予定はない
450 37.88%

わからない 320 26.94%

・「気軽に寄付できる仕組みにすること (寄付金が含まれる商品の購入など )」(53.58％)が最多。
・次いで「  納税の際の優遇措置が拡充されること  （寄附に対する控除など）」 (42.88％)、「寄附先（文化・
芸術団体など）の活動状況が公開されること」 (41.50％)。
・その他の意見としては、寄付に頼るべきでない (5件)、余裕がない (5件)、(寄付を行っていること等の )積
極的な情報提供 (5件)などが挙げられた。

選択肢 回答数 割合

募金箱 49 61.25%
寄付金が含まれる商品の購入 31 38.75%
直接手渡し 13 16.25%
寄附型のクラウドファンディング 12 15.00%
銀行での振り込み、口座引き落とし 9 11.25%
スマートフォンやＰＣからのギフティング投げ銭 2 2.50%
コンビニでの振り込み 0 0.00%
クレジットカード 0 0.00%
その他 3 3.75%

選択肢 回答数 割合

気軽に寄附できる仕組みにすること 
（寄附金が含まれる商品の購入など）

621 53.58%

納税の際の優遇措置が拡充されること

 （寄附に対する控除など）
497 42.88%

寄附先（文化・芸術団体など） の活動状況が

公開されること
481 41.50%

寄附の方法が簡易になること （インターネット

上での決済やクラウドファンディングなど）
438 37.79%

寄附先から提供される特典が充実すること 404 34.86%
クラウドファンディングなど寄附文化の醸成 286 24.68%
その他 35 3.02%

【基本施策(４)】文化・芸術活動に係る寄附文化の醸成について
( 文化芸術活動に対して行う支援活動の活性化に関する施策)

２

●　したことがある

●　したことはないが、今後してみたい

●　したことはないが、今後もする予定はない

●　わからない　　
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問１８．伝統芸能や地域の伝統行事を保存、持続可能なものとするには、どのような対応が必要と思います
か。（複数回答可）

問１６．あなたは、伝統芸能や地域の伝統行事（民俗芸能、祭り含む）などを保存し、振興する取組みについ
てどう思いますか。（チェックは１つ）

・「非常に大切だと思う」 (47.98％)、「ある程度大切だと思う」 (42.51％)を合わせると 9割以上。多くの方
が伝統芸能や伝統行事の保存・振興の取り組みを大切だと感じている。

選択肢 回答数 割合

非常に大切だと思う 570 47.98%

ある程度大切だと思う 505 42.51%

どちらとも言えない 91 7.66%

あまり大切だとは思わない 19 1.60%

全く大切だとは思わない 3 0.25%

問１７．問１６で「大切」だと思った理由は、次のどれですか。（複数回答可）

・「過去から未来へと受け継がれていくべきものだから」 (75.14％)が最多、次いで「文化資源や歴史的な
価値のものは唯一無二だから」 (68.20％)、「まちの魅力につながるから」 (52.53％)。
・付加価値よりも、継承そのものを大切だと思う方が多いことがわかる。

選択肢 回答数 割合

過去から未来へと受け継がれて

いくべきものだから
801 75.14%

文化資源や歴史的な価値の

ものは唯一無二だから
727 68.20%

まちの魅力につながるから 560 52.53%

地域内の交流が盛んになるから 400 37.52%

観光客が増えるから 195 18.29%

その他 10 0.94%

・「学校の授業や行事などでの取り組み」 (69.30％)が最多。次いで「人材育成、後継者育成への支援」
(65.35％)。
・活動資金援助 (56.26％)や情報発信 (52.92％)も過半数が必要という意見だった。

【基本施策(５)】文化・芸術の保存及び活用について２
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選択肢 回答数 割合

学校の授業や行事などでの取り組み 807 69.21%

人財育成、後継者育成への支援 762 65.35%

伝統芸能や地域の伝統行事に

関する活動資金補助
656 56.26%

伝統芸能や地域の伝統行事に

関する情報発信
617 52.92%

地域住民の方々による自主的な

活動の活性化
505 43.31%

伝統芸能や地域の伝統行事の発表、

練習等を行える場所の情報発信
476 40.82%

その他 24 2.06% 9



問２１．本市において、どのような文化・芸術に関する情報を発信してほしいですか。（複数回答可）

問２０．文化・芸術に関する情報（イベントや講座等）は、どのように入手していますか。
（複数回答可）

問１９．あなたは、本市の文化・芸術の振興に尽くし、その功績が特にすばらしい市民に対して、表彰すること
に対してどう思いますか。（チェックは１つ）

・「非常に大切だと思う」 (38.05％)、「ある程度大切だと思う」 (45.71％)を合わせると 8割以上。

選択肢 回答数 割合

文化・芸術に関するイベント情報 1075 93.07%
文化・芸術に関する講座情報 677 58.61%
文化・芸術団体の会員募集、

加入方法に関する情報 281 24.33%
文化・芸術施設の予約状況に

関する情報 280 24.24%
文化・芸術団体の活動状況及び実績 246 21.30%
文化・芸術の補助金に関する情報 194 16.80%
その他 10 0.87%

・「文化・芸術に関するイベント情報」 (93.07％)が圧倒的多数。

【基本施策(６)】文化・芸術の振興に寄与した者の顕彰について２

【基本施策(７)】文化・芸術に関する情報の収集、提供及び発信について２
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選択肢 回答数 割合

非常に大切だと思う 452 38.05%

ある程度大切だと思う 543 45.71%

どちらとも言えない 136 11.45%

あまり大切だとは思わない 44 3.70%

全く大切だとは思わない 13 1.09%

選択肢 回答数 割合

市広報 696 59.44%
テレビ 631 53.89%
チラシ、ポスター 587 50.13%
Ｉｎｓｔａｇｒａｍ 458 39.11%
ホームページ 378 32.28%
各施設が作成している広報誌 372 31.77%
新聞 285 24.34%
ＬＩＮＥ 240 20.50%
ラジオ 225 19.21%
口コミ（ＳＮＳ含まない） 190 16.23%
Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ） 142 12.13%
雑誌、専門誌 125 10.67%
Ｆａｃｅｂｏｏｋ 112 9.56%
その他 28 2.39%
その他のうち学校 14 1.20%

・「市広報」 (59.44％)「テレビ」 (53.89％)「チラシ、ポスター」 (50.13％)が過半数と多かった。
・その他では学校からの配布物など「学校」 (14件)から入手しているという意見が多かった。
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問２４．宮崎市では、市民が文化・芸術を通して心豊かに暮らしていると思いますか。（チェックは１つ）

問２２．文化・芸術を通じた国内外の人々の交流を促進するためには、どのような対応が必要と思いますか。
（複数回答可）

・「国際的な文化・芸術イベントの開催」 (77.48％)が多かった。

問２３．文化・芸術の担い手となる人材の育成及び確保のために、  どのような対応が必要と思いますか。（複
数回答可）

・「文化・芸術活動に関する活動資金補助」 (64.12％)が最も多い 。次いで「文化・芸術活動している個人
や団体の情報発信」 (51.52％)、「学校の授業や行事などでの取り組み」 (51.35％)。

選択肢 回答数 割合

国際的な文化・芸術イベントの開催 884 77.48%
国内外のイベント情報の提供 528 46.28%
文化・芸術イベント開催のための

文化・芸術団体への補助 452 39.61%
人的ネットワークづくりの支援 415 36.37%
文化・芸術団体の国内外への

派遣・交流 333 29.18%
その他 22 1.93%

選択肢 回答数 割合

文化・芸術活動に関する活動資金補助 738 64.12%
文化・芸術活動している個人や団体の情

報発信
593 51.52%

学校の授業や行事などでの取り組み 591 51.35%
人財育成、後継者育成への支援 571 49.61%
文化・芸術活動の発表、練習等を行える場

所の情報発信
568 49.35%

文化・芸術関連施設におけるイベント等の

情報発信
488 42.40%

文化・芸術活動を活かした機会、場づくり
（コンテスト、コンクール等）

486 42.22%

人的ネットワークづくりの支援 361 31.36%
その他 12 1.04%

選択肢 回答数 割合

そう思う 460 38.72%

どちらかといえばそう思う 391 32.91%

どちらでもない 468 39.39%

どちらかといえばそう思わない 210 17.68%

そう思わない 260 21.89%

・「そう思う」 (38.72％)「どちらかといえばそう思う」 (32.91％)の合計が 7割程度。計画に定める目標値
(58.2％)を大きく上回っている。

【基本施策(８)】文化・芸術を通じた国内外の人々との交流の促進について２

【基本施策(９)】文化・芸術活動の担い手となる人材の育成及び確保について２

【その他】現状、課題等３
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問２５．宮崎市の文化・芸術をより豊かにするために、宮崎市（行政）はどのようなことに力を入れるべきだと
思いますか。（複数回答可）

・「子ども・若者に対する文化・芸術の鑑賞・体験機会を充実する」 (67.16％)が多かった。
・次いで「文化施設の整備・充実を図る」 (52.41％)、「市民が自主的に文化芸術を鑑賞したり、活動したり
できる機会の充実」 (52.24％)と続く。機会や施設の充実を求める声が多い。

選択肢 回答数 割合

子ども・若者に対する文化・芸術の

鑑賞・体験機会を充実する
779 67.16%

文化施設の整備・充実を図る 608 52.41%
市民が自主的に文化芸術を鑑賞したり、

活動したりできる機会の充実
606 52.24%

ＳＮＳなどによる情報の発信を促進すること 510 43.97%
文化・芸術活動に対する市の補助金や

助成制度を充実する
443 38.19%

地元の若い芸術家を掘り起こし、支援する 437 37.67%
指導者や専門家を育成・支援する 422 36.38%
障がい者の文化・芸術活動の推進 354 30.52%
国際的なフェスティバルなどの開催や

優れた業績を挙げた著名な芸術家を招へいする
348 30.00%

文化・芸術を活用した、地域のまちづくり活動

を支援する
331 28.53%

街角などでの公演や展覧会を充実する 312 26.90%
企業や個人からの文化・芸術活動に関する寄附

や援助を受け入れる制度を充実する
287 24.74%

文化財（有形文化財、史跡、天然記念物、保護活動など）

の保護・活用を促進する
265 22.84%

市内大学との連携による公演や講座を開催する 265 22.84%
他地域との文化交流を促進する 181 15.60%
優れた作品や地域文化に貢献した者の顕彰制度

を創設する
160 13.79%

その他 29 2.50%

問２６．文化・芸術全般に関しまして、ご意見やご提案などがあれば、自由にご記入ください。

＜自由意見・生成AI　Geminiによる分析＞
1. 鑑賞・体験機会の不足
特に子どもたちが文化・芸術に触れる機会が少ないことへの懸念や、一般市民が気軽に芸術に触れる場の不足が指摘さ
れています。

● 機会の少なさ：東京などの大都市に比べて、子どもが芸術に触れる機会が少ないことへの不安が寄せられてい
ます。また、学校での芸術鑑賞の機会が減っているという意見もありました。

● 情報の不足：どこでイベント情報を入手しているかわからない、情報が届きにくいといった問題が指摘されていま
す 。

● 敷居の高さ：多くの人が文化や芸術に触れることを「敷居が高い」と感じており、もっと気軽に、身近な場所で体験
できる機会を求めていることが明らかになりました。

2. 費用・アクセス・場所の問題
文化・芸術活動に参加する際の費用や、施設の利用に関する不満が多く見受けられます。

● 参加費用：家族が多いとイベント参加の費用がかさむため、安価な参加費や補助金、抽選での招待券提供を望
む声がありました 。

● 練習場所：練習場所の確保が難しかったり、施設の利用料が値上がりしている、または利用に制限がかかってい
るといった不満が寄せられました 。

● アクセスと設備：施設の駐車場が狭いと利用が億劫になるため、新設する際には十分な駐車スペースを設けるべ
きだという意見がありましたた。

3. 伝統文化・地域文化の継承
地域の伝統文化が失われつつあることへの懸念が表明されています。

● 継承の困難：少子化や地域のつながりが希薄になったことで、盆踊りやお祭りなど、昔からある地域の伝統行事
が開催できなくなっているという意見がありました。

● 学校との連携：地域の文化を次世代に伝えるためには、学校と地域が連携して子どもたちに体験の機会を与える
ことの重要性が指摘されています。
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テーマ 意見の要約【生成AI　Geminiによる分析】

鑑賞機会

の充実

著名な芸術家による公演を含む、より多くの文化イベントや公演が必要とされています。特に、ミュージカル

や演劇、ジャズコンサート、さまざまな美術展を増やすことを望む声があります。また、高額な鑑賞費用に対

する補助金や招待券の提供を求める声もあります 。

活動機会

の充実

市民が文化活動に参加する機会を増やす必要があります。具体的には、特に子ども向けのワークショップ

や教室を増やすこと、そして市民が参加できる公演の機会を増やすことが提案されています。練習場所を安

価で借りられるようにしてほしいという要望もあります。

伝統文化

の継承

伝統芸能を次世代に継承していくことの重要性と、そのために　SNSの活用など、積極的かつ効果的な情

報発信が必要とされています。一方で、アニメなどのサブカルチャーへの支援やそれを生かしたまちおこし

を求める声もあります。

施設・活動

場所の充

実

施設における駐車場の確保の必要性やホールの整備 、カフェや売店が併設された魅力的な施設への要望

等があります。ホールの改修工事によりイベントが減少していると感じている人もいます。

興味の喚

起

文化・芸術体験をより身近で親しみやすいものにしてほしいと考えています 。体験機会の確保、SNSや公

式LINEアカウントを活用して情報を発信することが提案されています 。
学校での機

会提供

学校が文化教育においてより大きな役割を果たすべきだという意見があります 。イベントや鑑賞教室を通じ

て、子供たちが芸術や文化を体験・鑑賞する機会を増やすことが求められています。

その他
金銭的・生活上の課題など、さまざまなトピックが挙げられました。多くの人が、物価高騰などの社会情勢か

ら文化活動に費用をかける余裕がないと感じています。
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